
「
文
語
の
苑
」
は
、
大
分
縣
立
圖
書
館
の
古
典
の
日
推
進
講
座
に
全
面
的
に
協
力
し
、
朗
読
家
熊
澤
南
水
先
生
、
高
田

主
任
研
究
員
及
び
小
生
を
參
加
せ
し
む
。
概
略
次
の
通
り
（
土
屋
記
）。

講
座
名
：
平
成
二
十
九
年
度
大
分
縣
立
圖
書
館
公
開
講
座

「
古
典
の
日
推
進
講
座
」
第
二
囘
「
文
語
文
の
す
す
め
」

日
時
：
平
成
二
十
九
年
九
月
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
半
よ
り
三
時
ま
で
。

場
所
：
大
分
縣
立
圖
書
館
二
階
視
聽
覺
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

主
催
者
挨
拶

鹽
川
也
寸
志
大
分
縣
立
圖
書
館
長

講
演
Ⅰ
「
文
語
文
の
す
す
め
」

土
屋
博
（
文
語
の
苑
理
事
）

朗
読

「
樋
口
一
葉
の
十
三
夜
よ
り
」

熊
澤
南
水
（
朗
讀
家
、
文
語
の
苑
會
員
）

講
演
Ⅱ
「
候
文
の
面
白
さ
（
實
踐
篇
）」

高
田
友
（
文
語
の
苑
主
任
研
究
員
）

「
文
語
の
苑
」
の
大
分
縣
に
於
け
る
文
語
普
及
活
動
は
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日
の
文
語
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
「
豐
の

國
と
古
典
・
文
語

廣
瀬
淡
窗
を
中
心
に
し
て
」）
以
來
、
二
囘
目
の
こ
と
な
り
。
廣
瀬
淡
窗
以
來
の
極
め
て
教
育
熱
心

た
ん
さ
う

な
る
土
地
柄
な
れ
ば
、
今
囘
も
熱
心
な
る
聴
衆
の
姿
有
り
。

小
生
（
土
屋
）
よ
り
は
、
文
語
の
具
體
的
勉
強
法
を
詳
述
す
。
文
語
の
苑
刊
行
教
材
（
文
語
名
文
百
撰
、
明
治
大
正
文

語
五
十
撰
な
ど
）を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
こ
と
、
無
料
に
て
使
用
可
能
な
る
「
國
會
圖
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

實
は
寶
の
山
な
る
こ
と
、
雨
の
降
る
日
曜
日
に
は
大
學
ノ
ー
ト
に
方
丈
記
全
文
を
書
き
寫
す
こ
と
の
す
す
め
（
「
十
讀
は

一
寫
に
如
か
ず
」）、
岡
崎
久
彦
文
語
賞
第
一
囘
受
賞
者
日
高
聰
子
さ
ん
の
勉
強
法
の
紹
介
（
自
ら
源
氏
物
語
の
朗
讀
を
録

し

さ
と

音
し
、
そ
れ
を
絶
え
ず
聽
く
こ
と
に
よ
り
、
古
典
の
リ
ズ
ム
を
自
然
に
身
に
付
く
る
こ
と
を
得
）
な
ど
。

次
に
、
樋
口
一
葉
作
品
朗
讀
に
於
い
て
は
當
代
隨
一
の
熊
澤
南
水
先
生
、
最
も
お
得
意
と
せ
ら
る
る
「
十
三
夜
」
を
見

事
に
演
じ
ら
れ
、
聽
衆
に
深
き
感
動
を
與
へ
た
り
。

最
後
に
、
高
田
先
生
壇
上
に
立
ち
、
「
明
治
大
正
文
語
五
十
撰
」
よ
り
、
森
鴎
外
「
興
津
彌
右
衛
門
の
遺
書
」
の
候
文

お
き
つ
や
ゑ
も
ん

の
鑑
賞
、
更
に
は
暗
誦
の
す
す
め
も
あ
り
。

參
加
者
の
反
響
は
以
下
の
如
し
。

「
い
と
面
白
し
。
初
め
て
聞
く
こ
と
ば
か
り
な
れ
ば
興
味
深
し
。」

「
雨
の
日
は
方
丈
記
を
書
き
寫
す
・
・
・
、
雨
の
日
樂
し
み
と
な
れ
り
。」

「
朗
讀
に
引
き
込
ま
る
。
候
文
の
説
明
も
分
か
り
易
く
、
文
語
を
使
ひ
た
し
と
覺
ゆ
。」

「
懷
か
し
き
文
章
も
數
多
く
、
樂
し
く
聽
け
り
。
ロ
ー
レ
ラ
イ
な
ど
皆
に
て
一
緒
に
歌
ひ
た
き
心
地
ぞ
す
る
。」

「
大
人
向
け
の
朗
讀
は
新
鮮
。
『
十
三
夜
』、
格
別
に
感
銘
深
し
。」

「
文
語
文
を
書
く
氣
持
、
大
い
に
起
れ
り
。」

蓋
し
、
今
後
に
繋
が
る
よ
き
文
語
講
座
と
成
れ
り
。
特
に
、
大
分
縣
側
担
当
者
Ｓ
氏
と
の
事
務
的
遣
り
取
り
す
べ
て
を

け
だ

一

大
分
縣
文
語
講
座
の
報
告

土

屋

博



候
文
の
メ
ー
ル
に
て
行
ひ
た
る
こ
と
、
記
憶
に
残
る
。
大
分
縣
と
の
良
好
な
る
關
係
、
今
後
と
も
維
持
す
べ
く
、
ゆ
く
ゆ

く
は
大
分
に
文
語
教
室
の
開
設
せ
ら
る
る
日
も
遠
か
ら
じ
と
信
じ
た
き
次
第
な
り
。

（
參
考
）

大
分
の
最
大
手
新
聞
（
市
場
シ
ェ
ア
六
割
）、「
大
分
合
同
新
聞
」（
九
月
六
日
付
夕
刊
）
に
、「
文
語
に
親
し
み
を
、
書

く
コ
ツ
な
ど
傳
授

縣
立
圖
書
館
で
講
座
」
な
る
記
事
、
掲
載
せ
ら
る
。

（
平
成
二
十
九
年
十
月
九
日
受
附
）二


